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 地球表層ではネスケホナイトやハイドロ

マグネサイトなどの結晶性の Mg 炭酸塩が

見られる。Mg 炭酸塩は CO2の人工的な貯蔵

物としての活用が注目されており、天然での

超苦鉄質岩の風化による CO2 固定プロセス

を模擬した Mg 炭酸塩の散布などの研究も

行われている(Rigopoluos et al., 2018)。 

陸水域の約 2 割を占めるアルカリ塩湖な

どの閉鎖湖環境は乾燥寒冷地域に多く存在

し、大気 CO2 を由来とする Mg 炭酸塩が常

に析出している。閉鎖湖では結晶性 Mg 炭酸

塩ではなく、不安定かつそれらの先駆物質で

もある非晶質 Mg 炭酸塩(AMC)が析出して

いる(Fukushi and Matsumiya, 2018)。しかし、

閉鎖湖の CO2 固定プロセスについての研究

は少なく、詳細が明らかになっていない。特

にアルカリ塩湖は大陸内部の寒冷地域に多

く分布するが、寒冷時期における調査はほと

んど行われていない。また、AMC の熱力学

データも乏しく、湖環境 CO2 収支の詳細な

理解や人工的利用に向けて研究が必要であ

る。本研究では低温条件での AMC 溶解度の

見積もりと冬期アルカリ塩湖調査の結果と

の比較を行った。 

Mg濃度0.05M、CO3濃度0.05MのMgCl2･

6H2O－Na2CO3混合溶液 500ml を約 800 時

間サンプリングした。サンプルは pH・水温

測定後、減圧濾過し、固相は X 線回折(XRD)

と X 線吸収分光(XAFS)、液相は誘導結合プ

ラズマ発光分光分析(ICP-OES)にて Mg 濃

度を測定した。その後、地球化学コードGWB

を用いて AMC のイオン活量積を算出し溶

解度を見積もった。さらに、室温で合成した

モノハイドロカルサイト･AMC 混合粉末を

イオン交換水 500ml と pH を 9.5 に調整し

た NaOH 溶液 500ml に十分な量溶解させ約

800 時間サンプリングを行った。採取後は前

述と同様に溶解度を見積もった。 

2020 年 1 月に Olgoi 湖にて結氷下の水を

採水し、水温･pH･アルカリニティを測定し

た。また 0.45μm のフィルターで濾過した

湖水の主要成分を帰国後に ICP-OES･液体

クロマトグラフィーにて測定した。 

実験の結果、AMC は実験終了(800 時間)

まで変質が見られず、低温ではより安定して

得ることができることが示された。また、先

行研究で報告されている常温での溶解度よ

りも顕著に AMC の溶解度が大きく、AMC

が低温でより溶けやすいことが示された。 

Olgoi湖での野外調査結果と比較を行った。

湖水の夏期から冬期への Mg 濃度の増加と

実験で得られた AMC 溶解度の温度変化は

整合していることが分かった。 

閉鎖湖の CO2 収支に関するプロセスの理

解には析出する炭酸塩の熱力データや生成

に関する研究が不可欠である。本研究は閉鎖

湖の CO2 収支プロセスの解明に寄与すると

考える。 
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